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様式第６号の１ 

業務中事故報告書 

1. 発注（報告）機関 名古屋支社 保全・サービスセンター   （立会者）－  

2. 業  務  名  2024 年度 東名高速道路 管内維持修繕業務  

3. 発 生 日 時  2024 年 9 月 2 日（月）7 時 00 分頃（天候 曇り） 

4. 発 生 場 所  Ｅ1Ａ伊勢湾岸自動車道 豊田東 IC 内プラ アンダーパス  

（地先，ＩＣ間，測点など）  

5.業務の概要 

(1) グループ会社名  中日本ハイウェイ・メンテナンス名古屋㈱ （契約者所在地）愛知県名古屋市   

(2) 発 注 区 分  支社 

(3) 工     期  2024 年 4 月 1 日から 2025 年 3 月 31 日まで 

(4) 請 負 金 額           円  (5) 延べ労働時間           時間 

6. 事故の状況 

   伊勢湾岸自動車 豊田東 IC 内プラにおいて、夜間作業終了時に事務所へ帰着するため当該箇所内のアンダーパスへ 

進入したところ路面冠水を確認した。大した深さはないと思い進入したが、車の制御が効かなくなり、エンジンが停 

止し不動作となった。  

7. 被災状況（公衆損害事故については，その第一原因者についても記入すること。） 

作業員 

などの区分 

（ふりがな） 

氏  名 

性別 

年齢 

職種 

経歴 

当現場 

の経歴 

被災者の住所 負傷の程度 備考 

所属業者名（本社所在地） 

元請との関係 

警備員  警備業 
 

 
被害なし 

 

 

（物損状況） 

   自走式標識車 水没によるエンジン不動作（自走不可）およびフロントナンバープレート固定金具の破損 

8. 事故に対する所見（原因考察，警察・労基署の所見など） 

     

9. 事故発生後の処置 

  9 月 2 日（月）  

   7：00 頃 事象発生  

   7：10 頃 担当者よりメンテ担当者へ報告  

 7：25 頃 職員、事務所出発                             

 7：30 頃 メンテ職員、事務所出発  

   7：40 頃 職員により水没車両引上げ                          

   11：50 頃 車両引上げ後、整備するもエンジン不動作のため 保全およびメンテ本社へ第一報報告  

   16：00 頃 緊急安全大会実施                          

    

    

  

10. 取材及び報道 なし  

 

（本業務の本件までの事故状況）    0 件，うち死亡  0 件，負傷   0 件，物損その他   0 件 
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【発生原因および再発防止対策】 

① 冠水しているにもかかわらず進入してしまった。 
⇒水位を問わず、当該箇所が冠水している場合は内プラでの反転を禁止し、反転が必 
要な場合は最寄りの IC を経由する。 

⇒アンダーパス手前に冠水対策用排水ポンプが設置されているが、上手く稼働してな 
いようだった。今後も同様な事象が想定されることから、冠水リスクを減らす対策 
について豊田保全に依頼する。 
 

② 冠水の影響もあり既存の標識の確認を怠った。 
⇒注意喚起不測のため、アンダーパス手前に立看板を追加設置する。 

        
 

③ 冠水水位が不明ではあったが行けると思った。状況の軽視。 
⇒今後、当該箇所に限らず冠水箇所に遭遇することを想定し、冠水路を走った場合に 
どんなことが起こるのか、そして冠水路を走行する際の注意点について教育を実

施する。 
 

冠水水位想定高さ 520 ㎜ 
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